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毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）
毎週火曜日
毎月第１水曜日　大腸ファイバー（午後）
毎週土曜日
毎月第２・第４金曜日　午前中　※予約患者優先
毎週火曜日　９：00～11：30　※予約患者のみ
毎月第２、第４金曜日　午前中　※予約患者のみ 
毎月第２、第４木曜日　午前中　※予約患者のみ    
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平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
２月17日（月）～21日（金）午前中       
３月 ９日（月）～13日（金）午前中       
４月13日（月）～17日（金）午前中       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１金曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）    

●●●

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。        
◆禁煙外来　毎（火）午後　要予約           
◆「小児科」の診察は、以下の時間内となります。その他の時間は、「内科」で診察します。   
　　午前　8:30～11:00　　午後　14:00～16:30          

※
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※
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※
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※

※

　

※

※
※

１月：６・７日、20・21日　　２月：３・４日、17・18日　　
３月：２・３日、16・17日、30・31日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約

「消防出初式」

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入
院治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。



作り方

   

平戸市森林組合

井元産業 しいたけ生産部

平戸しいたけ生産組合

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104
平戸市戸石川町7-2 
TEL 0950-23-8161

ふるさとの味

①　ほうれん草をサッと 30 秒ほど茹

　でてザルにあげる。

②　フライパンに、油とニンニクを入

　れ火にかけ、少しニンニクがきつね

　色になったら、しいたけと牛肉を入

　れ炒める。

③　牛肉に火が通り色が変わったらA

　の調味料を入れからめたあと、①の

　ほうれん草を入れ混ぜたら出来上が

　り。

【材料２人分】
牛肉薄切り 150ｇ

ほうれん草 200ｇ

しいたけ 2枚

ニンニク 　1/2かけ

油 大さじ1

　　オイスターソース 小さじ2

Ａ　濃口しょうゆ 小さじ2

　　酒 大さじ4

塩（ほうれん草茹で用）

　今回は、鉄欠乏性貧血についてです。
　鉄欠乏性貧血は、赤血球の主原料となる鉄が不足することで起
こる貧血です。貧血全体の9割を占めるといわれています。
　貧血の代表的な症状といえば「だるい」「めまいがする」「動悸
や息切れ」があります。他には、「無性に氷やせんべいなど硬い物
を食べたくなる」「爪が白っぽくなりスプーン状に反り返る」「舌の
表面がツルツルになり味が感じにくい」などがあります。
鉄欠乏性貧血の原因としては、
　①食生活の鉄分摂取不足
　②胃や十二指腸等の消化器の病気になり、鉄の吸収ができない
　③胃潰瘍や十二指腸潰瘍・大腸がんなどの消化管疾患や子宮

筋腫・月経などの慢性的な出血により体内の鉄分が不足して
おこります

　原因について、心当たりがない場合は、一度、医療機関に相談
しましょう。

 

　ほうれん草の旬は、11 月から２月にかけての寒い時期です。他の時期に出回るものと比べて、旬のものは、鉄
分やβカロテン・ビタミンCなどの栄養素をより多く含んでいます。
　牛肉の鉄分含有量は豚肉や鶏肉の３～４倍です。特に赤身の部分に多く含まれる鉄分は「ヘム鉄」と呼ば
れ吸収率がとても優れています。
　鉄は胃酸が分泌されることで吸収されやすくなります。そのため、一緒に柑橘類や酢などの酸っぱいものを
食べたり、よく噛んで胃酸の分泌を促すと吸収率の向上が期待されます。他にもレバー、大豆製品、緑の濃い
野菜などにも鉄分が多く含まれます。

熱量 359kcal
タンパク質 17.9g     
脂質 20.4g    
炭水化物 4.1g    
食塩相当量 1.6g    

作り方

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
お
そ
ろ
い
で
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
御
代
替
わ
り
で
令
和
を
迎
え
、

皇
室
が
守
っ
て
き
た
伝
統
の
尊
さ
を
再
認

識
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

さ
て
、
平
戸
市
病
院
事
業
の
一
年
を
振

り
か
え
っ
て
み
る
と
、
２
０
１
８
年
度
決

算
は
黒
字
を
維
持
で
き
た
も
の
の
、
事
業

開
始
以
来
最
も
厳
し
い
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
人
口
の
減
少
と
慢
性
的
医
師

不
足
と
い
う
２
つ
の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
逆
風
も
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
９
月
26
日
、
厚
労
省
は
全
国
の

公
的
病
院
１
４
５
５
病
院
の
う
ち
４
２
４

病
院
を〝
診
療
実
績
が
乏
し
く
再
編
統
合

が
必
要
〞と
判
断
し
て
公
表
し
ま
し
た
。
県

内
で
は
７
病
院
が
示
さ
れ
、
我
が
、
２
病

院
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
新
聞
・
テ
レ
ビ

で
広
く
紹
介
さ
れ
た
通
り
で
す
。
も
と
よ

り
私
ど
も
も
『
地
域
医
療
の
効
率
化
と
不

足
が
ち
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
と

の
観
点
か
ら
、
規
模
縮
小
、
機
能
の
分
化
・

連
携
、
集
約
化
、
機
能
転
換
』
を
模
索
し

て
お
り
、
今
回
の
、
病
院
の
廃
止
や
統
合

に
よ
る
対
応
に
は
、
地
域
の
実
情
を
反
映

し
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
反
対
の
立
場
で

あ
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
と
い
う
制
度
改
革
も
待
っ

た
な
し
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で

医
師
の
長
時
間
労
働
は
、
特
に
地
域
医
療

に
お
い
て
は
、
な
ん
と
な
く
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
問
題
で
し
た
。
医
師
へ
の
適
用
は
５
年

間
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民

病
院
に
お
い
て
は
７
名
、
生
月
病
院
に
お
い

て
は
４
名
の
常
勤
医
師
と
臨
時
の
医
師
で

24
時
間
診
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
法

定
時
間
を
守
っ
て
現
在
の
診
療
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
な
ん
と
し
て

も
医
師
の
増
員
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
過
去
も
現
在
も
最
も
困
難
な
事
態
で

あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
病
院
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
年
も
両
病
院
と
も
に
市
民
の
皆
様
方
に

高
い
満
足
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
職
員
一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。



 ～インフルエンザをうつさない・～インフルエンザをうつさない・
もらわないためにできること～もらわないためにできること～
～インフルエンザをうつさない・
もらわないためにできること～ インフルエンザインフルエンザ

流行の到流行の到来

インフルエンザインフルエンザ

流行の到流行の到来

インフルエンザ

流行の到来
インフルエンザの予防で有効なものとは？

感 染 症 予 防 の 基 本
□予防のためにマスクをするのは効果がある？
　マスクが最も効果を発揮するのは、咳やくしゃみのある人がマスクを付けた場合です。
風邪やインフルエンザ患者は１回の咳で10万個、１回のくしゃみで約200万個のウ
イルスを放出すると言われています。
　マスクの効果を得るためには、正しく付ける必要があります。顔との隙間がないよう
にフィットするサイズ・形のマスクを選択するようにしましょう。

□うがいは効果がある？
　うがいについては、インフルエンザに限らず、風邪などについても予防効果がある
とされています。「コップやペットボトルの水を使う」、といったことを心がけましょう。
また、消毒液でのうがいは、粘膜の健康な細胞にまでダメージを与える可能性があ
るともいわれています。予防目的でうがいをするときには普通の水か、抗ウイルス作用
があるといわれているカテキンを含む緑茶でのうがいなどにするとよいでしょう。

□手洗いは効果がある？
　手洗いは感染予防の基本であり、インフルエンザの予防においても大切な役割
を果たすといわれています。また、外出中などで手がきれいでないときには、不用
意に口・鼻・目の粘膜に触れないという心がけも大切です。
　見落としがちですが、水道の蛇口は、水を出すために一度不潔な手で触れるこ
とが多い場所です。ペーパータオル越しに蛇口を触るなどの工夫ができるとよいで
しょう。

　ウイルスの排出は症状が出る１日前から始まり、症状が始まってから３～７日は続くと考えられていま
す。子どもの場合、学校の出席停止期間は「発症後５日経過し、かつ、解熱後２日を経過するまで」
となっており、大人でもこれに準じた対応がよいと思われます。
　熱が下がって元気になり始めると、元の生活に戻したり、外出したくなったりしますが、ウイルスはま
だ体から排出されています。この期間に注意を払わないことが、感染をむやみに拡大させる原因にもな
りますので十分配慮しましょう。

　70％以上の濃度のエタノール（アルコール）、0.2％ベンザルコニウム塩化物液、0.02％次亜塩素
酸水などが有効とされています。このうち、次亜塩素酸は家庭でも常備されている漂白剤に含まれてい
ることが多く、同じく冬に流行するノロウイルスにも効果のある成分です。

インフルエンザウイルスに効く消毒は？

解熱した後の注意点は？

　

令
和
の
年
号
に
な
っ
て
初
め
て
の
正
月
を

迎
え
ま
し
た
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
今

年
も
健
康
で
安
心
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
年
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
平
戸
市
民

病
院
は
本
年
も
、
皆
様
方
の
「
よ
り
健
康

で
あ
り
た
い
、
元
気
で
長
生
き
し
た
い
」

と
の
願
い
に
応
え
る
事
業
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
こ
れ
か
ら
の
20
年
の
日
本
に
備
え
る
地

域
医
療
構
想
に
沿
っ
て
の
病
院
改
革
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
の
焦
土
荒
廃

し
た
日
本
の
復
興
に
立
ち
上
が
り
企
業
戦

士
と
し
て
高
度
経
済
成
長
に
貢
献
し
た
い

わ
ゆ
る〝
団
塊
の
世
代
〞（
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
期
に
誕
生
さ
れ
た
方
々
）
が
後
期
高

齢
期
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
か
ら
、
団
塊

の
世
代
の
２
世
が
高
齢
期
を
迎
え
る
２
０

４
０
年
に
か
け
、
日
本
は
最
も
高
齢
者
の

方
々
の
人
口
割
合
が
多
く
な
り
、
ま
た
高

齢
者
の
方
々
を
支
え
る
青
壮
年
層
が
少
な

い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま
す
の
で
様
々
な

準
備
が
国
中
で
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。
病

気
や
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
り
、
他
人
の
手

助
け
が
な
い
と
生
活
が
出
来
な
い
方
々
が
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
将
来
が
間
近
に

迫
っ
て
お
り
、
国
の
対
策
「
地
域
医
療
構

想
」
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
民

病
院
は
そ
の
構
想
に
呼
応
し
て
病
床
の
改

変
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
の
新
設
と
従
来
の
介
護
療
養
病

床
の
介
護
医
療
院
へ
の
転
換
で
す
。
今
年
が

新
た
な
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
市

民
の
皆
様
方
が
安
心
し
て
こ
の
平
戸
で
一
生

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
事
を
願
っ
て
の
事
業

で
す
。

（
医
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
法
律
の

改
正
が
施
行
さ
れ
ま
す
）

　

近
年
様
々
な
時
代
の
変
化
に
よ
る
医
師

の
過
重
労
働
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
過
労
死
と
い
う
痛
ま
し
い
事
案
ま
で

起
こ
っ
て
お
り
、
医
師
の
仕
事
現
場
に
も

労
働
時
間
を
規
制
す
る
法
律
改
正
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
向
こ
う
４
年
間
の
間
に
「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
を
実
行
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
平
戸
市
民
病
院
医

師
数
で
は
、
改
正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
に

沿
う
勤
務
時
間
管
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
十

分
な
医
師
数
の
確
保
と
共
に
、
皆
様
が
病

院
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

理
解
を
頂
か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
様
々
な
手
段
を
講

じ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
医
師
の
地
域
偏
在
の
是
正
を
皆
様
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
）

　

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
す
医
師
不
足
は

解
決
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
平
戸
市
長

を
先
頭
に
市
議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
支

援
を
受
け
、
関
係
各
方
面
へ
の
働
き
か
け

を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

 

「
天
は
自
ら
助
け
る
も
の
を
助
け
る
」（
フ

ラ
ン
ス
の
こ
と
わ
ざ
）

　

平
戸
市
民
病
院
は
前
身
の
国
保
紐
差
病

院
時
代
か
ら
長
年
に
わ
た
り
皆
様
方
と
共

に
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
に
「
健
康
診
断
を

う
け
、
自
ら
の
健
康
の
評
価
を
う
け
、
良

い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
が
健

康
づ
く
り
と
元
気
で
長
生
き
す
る
第
一
歩
で

あ
る
と
の
市
民
意
識
の
現
わ
れ
が
長
崎
県

内
の
自
治
体
の
中
で
も
高
い
健
診
受
診
率

で
す
。

　

今
年
も
、
ご
自
分
自
身
の
健
康
管
理
に

病
院
事
業
を
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。



生月病院スタッフのノロウイルスのノロウイルスの
         あれやこれ         あれやこれ
ノロウイルスの
         あれやこれ

　毎年11月頃から翌年の４月にかけて、ノロウイルスの感染を原因とするウイルス性のおう吐・下痢症が流行します。

ノロウイルス感染症は、牡蠣（かき）などの２枚貝の生食による食中毒が有名です。

　主な症状は「はき気」、「おう吐」及び「下痢」です。

通常は便に血液は混じりません。あまり高い熱とならな

いことが多いです。小児ではおう吐が多く、おう吐・

下痢は一日数回からひどい時には10 回以上の時もあり

ます。感染してから発病するまでの潜伏期間は短くて

10数時間～数日（平均１～２日）であり、症状の持

続する期間も数時間～数日（平均１～２日）と短期間

です。

　特効薬はありません。症状の持続する期間は短いですから、その間に脱水にならないように、できる限り水

分の補給をすることが一番大切です。

　抗生物質は効果がありませんし、下痢の期間を遷延させることがあるので、ノロウイルス感染症に対しては通常

は使用しません。

☆ノロウイルスの主な症状☆

☆  治  療  法  ☆

（１）　調理の前と後で流水・石けんによる手洗いをしっかりと行う。 

（２）　貝類をその内臓を含んだままで加熱調理する際には、十分に加熱

　　　して調理し、貝類を調理した「まな板」「包丁」は、すぐに熱湯消

　　　毒すること。

☆予  防  方  法☆

◇年始で、人が多く集まる食事会が増える時期です。◇年始で、人が多く集まる食事会が増える時期です。
　食中毒に注意して、楽しい時間を過ごしましょう！　食中毒に注意して、楽しい時間を過ごしましょう！
◇年始で、人が多く集まる食事会が増える時期です。
　食中毒に注意して、楽しい時間を過ごしましょう！

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
国
は
団
塊
の
世
代
が
、
後
期
高
齢

者
と
な
る
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
ま

で
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に

い
き
わ
た
ら
せ
、
構
築
す
る
よ
う
に
勧
め
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
は
、
再
編
・
統

合
の
検
討
が
必
要
と
判
断
し
た
４
２
４
の

公
立
・
公
的
病
院
名
を
初
め
て
公
表
し
ま

し
た
。
が
ん
や
救
急
な
ど
医
療
の
診
療
実

績
が
少
な
い
病
院
が
主
な
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
当
生
月
病
院
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
院
医
療
を
効
率
化
し
、
増
え
続
け
る
医

療
費
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
停
滞
す

る
再
編
・
統
合
論
議
を
加
速
さ
せ
る
狙
い

が
あ
り
、
都
道
府
県
な
ど
に
対
し
て
来
年

９
月
ま
で
に
対
応
策
を
示
す
よ
う
求
め
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
は
不
信
と
混

乱
が
広
が
っ
て
お
り
、
今
後
、
国
と
地
方

の
信
頼
関
係
を
再
構
築
し
、
国
、
地
方
、

医
療
関
係
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能

な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地

域
全
体
の
医
療
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
関
係

者
間
で
丁
寧
に
議
論
を
行
う
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
生
月
町
は
、
超
高
齢
者
社
会
に

20
年
早
く
突
入
し
て
お
り
、
全
国
に
先
駆

け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
病
気
が
あ
ろ
う
が
あ
る
ま
い
が
、

障
害
が
あ
ろ
う
が
あ
る
ま
い
が
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
が
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
高
齢
者
は
、

複
数
の
慢
性
疾
患
、
生
活
習
慣
病
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
診
断
、
治

療
も
大
事
で
す
が
、
治
療
す
る
と
い
う
よ

り
、
ケ
ア
（
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
等
）
の
ほ
う
に
、
重
要
性
が
シ
フ

ト
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
慢
性
疾
患
、
生

活
習
慣
病
等
を
地
域
ぐ
る
み
の
管
理
体
制

で
見
守
り
、
ケ
ア
に
か
け
る
時
間
を
増
や

し
て
、
健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
手
に
入
れ

る
。

　
つ
ま
り
、
外
来
や
、
入
院
治
療
も
大
事

で
す
が
、
在
宅
や
、
施
設
で
の
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
大
事
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
の
み
な
ら
ず
、
そ

も
そ
も
、
病
気
に
な
ら
な
い
健
康
増
進
な

ど
の
保
健
事
業
。
病
気
が
も
し
、
芽
生
え

て
い
る
な
ら
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
、
健
診
事
業
。
病
気
障
害
が
既

に
発
生
し
て
い
る
な
ら
、
再
発
予
防
、
失

わ
れ
た
機
能
回
復
、
残
っ
て
い
る
機
能
増

強
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

事
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
多
施
設
、
多
職
種
に

よ
る
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
も
の
で
、
一

施
設
、
一
職
種
で
支
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
生
月
町
は

雄
大
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
生
ま
れ
育

っ
た
人
と
人
、
ま
た
地
域
間
の
繋
が
り
が

非
常
に
強
く
、
健
康
で
心
豊
か
な
地
域
を

目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
最
適
な

環
境
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢

者
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
今

後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

市民病院
　スタッフの

甲状腺ホルモン甲状腺ホルモン甲状腺ホルモン

腫瘍マーカー腫瘍マーカー腫瘍マーカー

自動化学発光酵素免疫分析装置
「アキュラシード」

免疫検査項目

風物はくすり⑨

　静謐の中、俄に音が灯る。夜半も迫る屋外の通りから聞こえる明るい声と足音は、年が変わる時が近づいているこ
とを教えてくれる。そして遠くから微かだが、しかし確かに新たな年の訪れを告げる清澄な響きがやって来る。
　古い年が取り除かれるという「除夜」には、諸人がこぞって寺院で梵鐘を鳴らす。罪を背負った人間の煩悩を打ち
払い、来たるべきその朝を清く迎えるために。
　弘法大師来臨に因む平戸市岩の上町高野に建つ最教寺の梵鐘は宝暦５年（1755年）に鋳造したもので、霜降る夜は
自らその音を響かせたとも言われる。この鐘の上部には中国の伝説で竜が生んだ九匹の子の一つとされる「蒲牢（ホ
ロウ）」の姿がかたどられていた。これは、鯨に追われた「蒲牢」は大鳴するという性質から、より大きな音を出す
ために鯨魚（鐘を突く撞木の別名）で打つ梵鐘に「蒲牢」を組み合わせたものである。鯨が迫る度に梵鐘は人々の
苦悩をかき消すように大きく鳴動するのだ。
　竜の名を冠する生薬がある。リンドウ科の「竜胆」で苦味健胃の効能がある。和名には「たつのいくさ（竜の胆草）」
があてられる。かつて弘法大師が和薬の祖で万能薬とされる「陀羅尼助」にこの「竜胆」を加え密教僧の常備薬と
したという言われも残る。夜半の鐘打は眠気を催すこともあろう。竜の胆のように苦味の強い「陀羅尼助」を噛めば
その煩悩もたちどころに消え去ることであろう。
　新たな訪れを告げ知らせる音。それは、時を越え、国を越えて多くの人々とともに生きている。
“Ave｠Maria ( アヴェ・マリア ) ”
　聖母マリアが大天使ガブリエルから受胎を告知された声はまさに、新たな世の訪れを告げるものであった。このこ
とは「Angelus Domini nuntiavit Mariae」すなわち、天使のお告げとしてカトリック教会の祈りとなり朝、昼、夕 
3 度唱える習慣となっている。その際、この「時の訪れ」を告げるのが Angelus（天使）の鐘であり、教会堂から
聞こえる鐘の音はまさに、この祈りの時の「お告げ」なのである。
　平戸市田平町瀬戸山に建つ田平教会の Angelus  の鐘は昭和 6 年 (1931年 ) に、信徒各自の喜捨によりフランス
から取り寄せたものである。この鐘は「聖テレジア」と名付けられた。ところで、太平洋戦争下では多くの金属が供
出され武器へと改鋳された。前述の最教寺の梵鐘も例外ではなかった。その中で当時、「聖テレジア」は宗教的な祈
りを告げるためだけの鐘ではなく、信徒如何を問わず火災や不時の天災、空襲などの急を皆に告げ知らせ命を守る
ための役割をも果たしていた。そのため主任司祭であったイグナシオ中田藤吉神父を先頭に多くの人々に守られその
供出を免れた。彼女は今も、瀬戸山から平和を願う祈りの時を告げ知らせ人々の暮らしを見守っている。
　また、新たな暮らしの始まりを告げる「音」を表す地名が平戸市敷佐町に残る。これは景行天皇の孫で、朝鮮半
島広域を日本の支配下に置いたとされる三韓征伐の軍大将であった十城別命にまつわる言い伝えである。十城別命
は、日本に凱旋帰国後、平戸の志々伎、宮ノ浦に駐箚し西海警護の任に当たっていた。その際、近隣の集落に禽獣が
出没し人々に害を及ぼしているという訴えから、十城別命自ら出向き害をなす禽獣を追い雑木を焼き払った。さらに
人々のために山野を焼き拓き多くの田畑を得たとされる。人々は十城別命に心から感謝し、これを祀る社を構えその
地名を「焼音（ヤキオト）」と名付けたと言う。人々にとって「パチパチ」と火の燃える音は豊かな暮らしの訪れを約
束する希望の音であったろう。
　僕にも希望の音の記憶がある。 苦しく不安な時期、遠く僕を訪ね言葉少なに年越しの蕎麦を拵えてくれた友達がい
た。21 世紀を迎える夜、蕎麦を茹でるブタンガスの炎の音が部屋の中に響き渡る。ミレニアムと呼ばれる千年に一度
の年越しの夜、テレビも何も無いコンクリートの部屋に響く音は僕のこれからの人生にあたたかい希望があることを
教えてくれる特別な除夜の音だった。
　「竜胆」の花言葉は「悲しみに寄り添う」である。苦汁を甞めた人間は必ず癒され、希望の朝を迎えることができ
る。耳を澄ませて欲しい。そして感じて欲しい。苦しい夜にも、新しい朝を告げ知らせる音が必ずあることを。また、
自分自身がどうすれば友に希望を告げる音になることができるかを。

　

平戸市民病院薬剤班　近　藤　　司

外部委託すると検査報告に数日かかるが、免疫
測定装置のおかげで 10 分で検査結果を測定す
る事が可能となる

　

上
記
の
検
査
に
加
え
血
液
中

に
微
量
含
ま
れ
る
ホ
ル
モ
ン
や
癌

の
と
き
な
ど
に
増
加
す
る
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
は
、
免
疫
測
定
装
置
と

い
う
特
殊
な
機
器
を
用
い
な
け
れ

ば
測
定
で
き
ず
、
反
応
時
間
が

長
い
た
め
検
査
時
間
が
大
幅
に

遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
し
こ
れ
を
外
部
業
者
に
委

託
し
た
と
す
る
と
、
検
体
を
埼

玉
県
川
越
市
に
あ
る
総
合
検
査

セ
ン
タ
ー
研
究
所
ま
で
運
び
、
そ

こ
で
測
定
と
な
る
の
で
、
結
果
報

告
に
は
数
日
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
ド
」
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
ホ
ル
モ
ン
検
査

や
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
10
分
で
測

定
す
る
こ
と
が
で
き
、
診
察
前

検
査
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
た
く
さ
ん
あ
る
免
疫

測
定
装
置
の
な
か
で
検
査
時
間

10
分
は
、
国
内
最
速
の
機
種
で

あ
り
県
内
で
は
唯
一
、
当
院
で
の

み
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
30
分
か
か
っ
て
い
た
測
定
時
間

が
10
分
に
短
縮
さ
れ
、
検
査
結

果
報
告
の
短
縮
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。

　

当
院
で
は
、
貧
血
な
ど
を
検

査
す
る
血
液
検
査
、
腎
機
能
を

評
価
す
る
尿
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
多
く
の

物
質
を
化
学
的
に
測
定
す
る
生

化
学
検
査
、
糖
尿
病
患
者
の
血

糖
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
の
検

査
な
ど
が
あ
り
、
20
分
前
後
で

検
査
結
果
報
告
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

←木漏れ日の最教寺参道
＜アクセス＞
　　　　西肥バス「戸石川」にて下車、
　　　　徒歩 3 分。



認
知
症
ケ
ア
加
算
導
入
後

の
実
態
調
査
と
課
題

　
看
護
師　

坂
口　

珠
美

　

認
知
高
齢
化
が
増
加
す

る
中
、
生
月
病
院
で
は
、

認
知
症
ケ
ア
加
算
２
を
導

入
し
た
。
導
入
後
の
振
り

返
り
と
、
病
棟
看
護
師
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、

認
知
症
ケ
ア
の
実
態
と
課

題
を
分
析
し
報
告
し
た
。

当
院
看
護
師
の
防
災
意
識

の
現
状
と
今
後
の
課
題

　
看
護
師　

江
縫　

昌
子

　

看
護
師
を
対
象
に
質
問

調
査
を
行
い
、
災
害
看
護

の
院
内
研
修
会
前
後
の
ト

リ
ア
ー
ジ
判
定
模
擬
訓
練

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
繰
り
返
し
訓

練
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
対

す
る
意
識
の
変
化
を
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
た
の
で
報
告
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
提
出
を
妨

げ
る
要
因
の
追
求

〜
医
療
安
全
意
識
の
向
上
を

目
指
し
て
〜　
　

　
看
護
師　

浦
上　

明
子

　

医
療
安
全
に
対
す
る
、

意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
に
意
識
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
危

機
管
理
意
識
や
安
全
啓
発

活
動
の
継
続
の
必
要
性
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

透
析
室
に
お
け
る
災
害
対

策
の
取
り
組
み

看
護
師　

田
口　

千
賀
子

　

避
難
訓
練
方
法
を
指
導

後
、
訓
練
手
順
に
沿
っ
て

患
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
。
訓
練
実

施
後
、
実
際
に
実
践
で
き

る
の
か
ス
タ
ッ
フ
へ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
こ
と

で
、
問
題
点
が
明
確
と
な
っ

た
。
今
後
も
、
様
々
な
場

面
を
想
定
し
た
訓
練
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
報

告
を
行
っ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
ニ
ュ
ー
ロ

パ
チ
ー
に
よ
り
四
肢
機
能

障
害
を
呈
し
た
若
年
患
者

の
自
宅
生
活
を
目
指
し
て

理
学
療
法
士　

山
口　

善
弘

　

ア
ル
コ
ー
ル
性
ニ
ュ
ー
ロ

パ
チ
ー
に
よ
り
四
肢
機
能
障

害
を
呈
し
た
患
者
に
当
院

入
院
か
ら
自
宅
退
院
ま
で

の
支
援
と
退
院
後
の
訪
問

支
援
と
い
う
経
験
を
得
た
の

で
そ
の
報
告
を
行
っ
た
。

平
戸
市
の
住
民
運
営
に
よ

る
通
い
の
場
へ
の
リ
ハ
専

門
職
の
関
わ
り

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
班
長

村
山　

謙
治

　

平
戸
市
の
住
民
運
営
に

よ
る
通
い
の
場
に
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
が
現
地
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
支
援
内
容
は
関

節
や
筋
肉
に
痛
み
が
あ
る

と
き
の
運
動
や
麻
痺
が
あ

る
方
な
ど
の
運
動
の
仕
方
の

工
夫
な
ど
、
通
わ
れ
て
い
る

住
民
の
要
望
に
沿
っ
て
支
援

を
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

報
告
を
行
っ
た
。

在
宅
看
取
り
を
振
り
返
り

〜
家
族
の
不
安
に
寄
り
添
っ
て
〜

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者

末
吉　

良
美

　

平
成
29
年
度
に
再
開
し

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
３
年
目
を
迎
え
た
。
今

回
は
そ
の
２
年
間
の
中
で
７

名
の
在
宅
看
取
り
を
経
験

し
た
。
今
回
は
そ
の
在
宅

看
取
り
を
振
り
返
り
、
在

宅
看
取
り
を
す
る
上
で
、

家
族
支
援
へ
の
重
要
性
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
報
告
し
た
。

学
校
か
ら
地
域
へ
！
薬
物

乱
用
防
止
教
室　

薬
剤
班
長　

近
藤　
　

司

　

平
戸
市
民
病
院
は
地
域

へ
の
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し

て
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

各
学
校
に
お
い
て
開
催
し
て

来
た
。
し
か
し
、
薬
物
乱

用
防
止
は
児
童
の
み
で
な
く
、

保
護
者
や
家
庭
に
お
い
て
の

理
解
も
不
可
欠
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

児
童
と
保
護
者
の
両
者
の

理
解
が
よ
り
深
ま
る
薬
物

乱
用
防
止
教
育
が
実
践
で

き
な
い
か
試
み
報
告
し
た
。

　

今
後
、
薬
物
乱
用
防
止

の
よ
り
良
い
理
解
が
学
校
か

ら
家
庭
、
さ
ら
に
地
域
へ
普

及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

６
年
目
を
迎
え
る
当
院
通

所
リ
ハ
の
現
状
と
課
題

介
護
福
祉
士　

　

針
尾　

幸
代

　

自
立
支
援
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
を
獲
得
す
る
こ
と

を
基
本
理
念
に
通
所
リ
ハ

を
開
所
し
て
６
年
目
を
迎
え

た
。
利
用
者
の
現
状
を
把

握
し
、
継
続
し
た
介
護
保

険
の
理
念
の
理
解
に
向
け
て

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
医
療
と
の

密
な
連
携
の
必
要
性
な
ど

報
告
し
た
。

終
末
期
が
ん
患
者
に
四
肢

の
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

も
た
ら
す
有
効
性
を
検
証

〜
Ｃ
Ｆ
Ｓ
評
価
・
フ
ェ
イ
ス

ス
ケ
ー
ル
を
も
ち
い
て
調
査

す
る
〜

　
看
護
師　

廣
田
真
奈
美

　

終
末
期
が
ん
患
者
に
対

し
て
、
四
肢
の
ア
ロ
マ
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
は
、
身

体
の
倦
怠
感
・
疼
痛
の
軽

減
に
対
し
て
そ
の
効
果
は
ど

う
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、

今
後
の
看
護
介
入
の
必
要

性
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

デ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通

し
て
み
え
て
き
た
も
の

　
看
護
師　

吉
岡　

恒
子

　

終
末
期
の
経
過
を
見
守

る
中
で
、
患
者
さ
ん
ら
し
く
、

家
族
や
会
い
た
い
人
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
最
期
の
時
を
過

ご
す
、
環
境
作
り
を
す
る
た

め
の
話
合
い
デ
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
）
を
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
見
え
て
き
た

現
実
を
今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
し
実
践
し
て
い
く
事
が

重
要
な
の
か
を
ま
と
め
報
告

し
た
。

療
養
病
棟
に
お
け
る
退
院

支
援
の
取
り
組
み

　
看
護
師　

本
山　
　

梓

　

退
院
支
援
と
、
退
院
調

整
に
関
わ
る
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
統
一
さ
れ
た
支

援
の
調
整
を
行
う
こ
と
で
、

看
護
師
に
意
識
の
変
化
を

も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
、
そ
の
報
告
を
行
っ
た
。

外
国
人
患
者
受
診
時
の
問

診
で
の
不
安
軽
減　
　
　

〜
外
国
語
問
診
票
の
作
成
・

活
用
を
試
み
て
〜

　
看
護
師　

松
口　

留
美

　

今
回
、
外
国
人
患
者
外

来
受
診
時
と
事
業
所
健
診

の
問
診
票
を
作
成
し
た
。

こ
の
問
診
票
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
患
者
側
・
職
員

側
の
両
者
の
不
安
軽
減
に

繋
が
っ
た
の
で
そ
の
報
告
を

行
っ
た
。

　　

平
成
30
年
度
開
催
の「
第

58
回
全
国
国
保
地
域
医
療

学
会
」（
会
場
：
徳
島
県
徳

島
市
）で
の
研
究
発
表
に
つ
い

て
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、

平
戸
市
民
病
院
薬
剤
班
の

近
藤
司
班
長
が
優
秀
研
究

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。近
藤

班
長
は
テ
ー
マ「
理
解
が
深

ま
る
！
薬
物
乱
用
防
止
教

室
」に
つい
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
の
栄
え
あ
る
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
58
回

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

「
優
秀
研
究
」
受
賞

長崎県国保マスコット「すこやかくん」

　

令
和
元
年
10
月

４
・
５
日
の
２
日
間
、

長
崎
市
に
お
い
て
第

59
回
全
国
国
保
地

域
医
療
学
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
戸

市
民
病
院
、
押
淵

徹
院
長
を
学
会
長
と

し
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
更
な
る
深

化
を
目
指
し
て
〜
近

代
医
学
・
西
洋
文
化

伝
来
の
地
か
ら
の
発

信
〜
』
と
題
し
て
、

講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
、

専
門
部
会
や
研
究
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
開
催

地
が
長
崎
市
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
病
院

よ
り
、
多
数
の
研
究

発
表
を
報
告
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
国
の

国
保
診
療
施
設
の
方

々
へ
発
表
し
た
研
究

の
発
表
者
と
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

第
59
回

　

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　

in
長
崎

生月病院スタッフ

平戸市民病院
スタッフ
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に
再
開
し

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
３
年
目
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え
た
。
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回
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の
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間
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中
で
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名
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在
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今
回
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そ
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看
取
り
を
振
り
返
り
、
在

宅
看
取
り
を
す
る
上
で
、

家
族
支
援
へ
の
重
要
性
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
の
で
報
告
し
た
。

学
校
か
ら
地
域
へ
！
薬
物

乱
用
防
止
教
室　

薬
剤
班
長　

近
藤　
　

司

　

平
戸
市
民
病
院
は
地
域

へ
の
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し

て
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

各
学
校
に
お
い
て
開
催
し
て

来
た
。
し
か
し
、
薬
物
乱

用
防
止
は
児
童
の
み
で
な
く
、

保
護
者
や
家
庭
に
お
い
て
の

理
解
も
不
可
欠
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

児
童
と
保
護
者
の
両
者
の

理
解
が
よ
り
深
ま
る
薬
物

乱
用
防
止
教
育
が
実
践
で

き
な
い
か
試
み
報
告
し
た
。

　

今
後
、
薬
物
乱
用
防
止

の
よ
り
良
い
理
解
が
学
校
か

ら
家
庭
、
さ
ら
に
地
域
へ
普

及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

６
年
目
を
迎
え
る
当
院
通

所
リ
ハ
の
現
状
と
課
題

介
護
福
祉
士　

　

針
尾　

幸
代

　

自
立
支
援
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
を
獲
得
す
る
こ
と

を
基
本
理
念
に
通
所
リ
ハ

を
開
所
し
て
６
年
目
を
迎
え

た
。
利
用
者
の
現
状
を
把

握
し
、
継
続
し
た
介
護
保

険
の
理
念
の
理
解
に
向
け
て

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
医
療
と
の

密
な
連
携
の
必
要
性
な
ど

報
告
し
た
。

終
末
期
が
ん
患
者
に
四
肢

の
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

も
た
ら
す
有
効
性
を
検
証

〜
Ｃ
Ｆ
Ｓ
評
価
・
フ
ェ
イ
ス

ス
ケ
ー
ル
を
も
ち
い
て
調
査

す
る
〜

　
看
護
師　

廣
田
真
奈
美

　

終
末
期
が
ん
患
者
に
対

し
て
、
四
肢
の
ア
ロ
マ
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
こ
と
は
、
身

体
の
倦
怠
感
・
疼
痛
の
軽

減
に
対
し
て
そ
の
効
果
は
ど

う
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、

今
後
の
看
護
介
入
の
必
要

性
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

デ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通

し
て
み
え
て
き
た
も
の

　
看
護
師　

吉
岡　

恒
子

　

終
末
期
の
経
過
を
見
守

る
中
で
、
患
者
さ
ん
ら
し
く
、

家
族
や
会
い
た
い
人
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
最
期
の
時
を
過

ご
す
、
環
境
作
り
を
す
る
た

め
の
話
合
い
デ
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
）
を
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
見
え
て
き
た

現
実
を
今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
し
実
践
し
て
い
く
事
が

重
要
な
の
か
を
ま
と
め
報
告

し
た
。

療
養
病
棟
に
お
け
る
退
院

支
援
の
取
り
組
み

　
看
護
師　

本
山　
　

梓

　

退
院
支
援
と
、
退
院
調

整
に
関
わ
る
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
統
一
さ
れ
た
支

援
の
調
整
を
行
う
こ
と
で
、

看
護
師
に
意
識
の
変
化
を

も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
、
そ
の
報
告
を
行
っ
た
。

外
国
人
患
者
受
診
時
の
問

診
で
の
不
安
軽
減　
　
　

〜
外
国
語
問
診
票
の
作
成
・

活
用
を
試
み
て
〜

　
看
護
師　

松
口　

留
美

　

今
回
、
外
国
人
患
者
外

来
受
診
時
と
事
業
所
健
診

の
問
診
票
を
作
成
し
た
。

こ
の
問
診
票
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
患
者
側
・
職
員

側
の
両
者
の
不
安
軽
減
に

繋
が
っ
た
の
で
そ
の
報
告
を

行
っ
た
。

　　

平
成
30
年
度
開
催
の「
第

58
回
全
国
国
保
地
域
医
療

学
会
」（
会
場
：
徳
島
県
徳

島
市
）で
の
研
究
発
表
に
つ
い

て
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、

平
戸
市
民
病
院
薬
剤
班
の

近
藤
司
班
長
が
優
秀
研
究

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。近
藤

班
長
は
テ
ー
マ「
理
解
が
深

ま
る
！
薬
物
乱
用
防
止
教

室
」に
つい
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
の
栄
え
あ
る
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
58
回

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

「
優
秀
研
究
」
受
賞

長崎県国保マスコット「すこやかくん」

　

令
和
元
年
10
月

４
・
５
日
の
２
日
間
、

長
崎
市
に
お
い
て
第

59
回
全
国
国
保
地

域
医
療
学
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
戸

市
民
病
院
、
押
淵

徹
院
長
を
学
会
長
と

し
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

『
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
更
な
る
深

化
を
目
指
し
て
〜
近

代
医
学
・
西
洋
文
化

伝
来
の
地
か
ら
の
発

信
〜
』
と
題
し
て
、

講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
、

専
門
部
会
や
研
究
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
開
催

地
が
長
崎
市
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
病
院

よ
り
、
多
数
の
研
究

発
表
を
報
告
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
全
国
の

国
保
診
療
施
設
の
方

々
へ
発
表
し
た
研
究

の
発
表
者
と
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

第
59
回

　

全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　

in
長
崎

生月病院スタッフ

平戸市民病院
スタッフ



有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

市民病院
　スタッフの

甲状腺ホルモン甲状腺ホルモン甲状腺ホルモン

腫瘍マーカー腫瘍マーカー腫瘍マーカー

自動化学発光酵素免疫分析装置
「アキュラシード」

免疫検査項目

風物はくすり⑨

　静謐の中、俄に音が灯る。夜半も迫る屋外の通りから聞こえる明るい声と足音は、年が変わる時が近づいているこ
とを教えてくれる。そして遠くから微かだが、しかし確かに新たな年の訪れを告げる清澄な響きがやって来る。
　古い年が取り除かれるという「除夜」には、諸人がこぞって寺院で梵鐘を鳴らす。罪を背負った人間の煩悩を打ち
払い、来たるべきその朝を清く迎えるために。
　弘法大師来臨に因む平戸市岩の上町高野に建つ最教寺の梵鐘は宝暦５年（1755年）に鋳造したもので、霜降る夜は
自らその音を響かせたとも言われる。この鐘の上部には中国の伝説で竜が生んだ九匹の子の一つとされる「蒲牢（ホ
ロウ）」の姿がかたどられていた。これは、鯨に追われた「蒲牢」は大鳴するという性質から、より大きな音を出す
ために鯨魚（鐘を突く撞木の別名）で打つ梵鐘に「蒲牢」を組み合わせたものである。鯨が迫る度に梵鐘は人々の
苦悩をかき消すように大きく鳴動するのだ。
　竜の名を冠する生薬がある。リンドウ科の「竜胆」で苦味健胃の効能がある。和名には「たつのいくさ（竜の胆草）」
があてられる。かつて弘法大師が和薬の祖で万能薬とされる「陀羅尼助」にこの「竜胆」を加え密教僧の常備薬と
したという言われも残る。夜半の鐘打は眠気を催すこともあろう。竜の胆のように苦味の強い「陀羅尼助」を噛めば
その煩悩もたちどころに消え去ることであろう。
　新たな訪れを告げ知らせる音。それは、時を越え、国を越えて多くの人々とともに生きている。
“Ave｠Maria ( アヴェ・マリア ) ”
　聖母マリアが大天使ガブリエルから受胎を告知された声はまさに、新たな世の訪れを告げるものであった。このこ
とは「Angelus Domini nuntiavit Mariae」すなわち、天使のお告げとしてカトリック教会の祈りとなり朝、昼、夕 
3 度唱える習慣となっている。その際、この「時の訪れ」を告げるのが Angelus（天使）の鐘であり、教会堂から
聞こえる鐘の音はまさに、この祈りの時の「お告げ」なのである。
　平戸市田平町瀬戸山に建つ田平教会の Angelus  の鐘は昭和 6 年 (1931年 ) に、信徒各自の喜捨によりフランス
から取り寄せたものである。この鐘は「聖テレジア」と名付けられた。ところで、太平洋戦争下では多くの金属が供
出され武器へと改鋳された。前述の最教寺の梵鐘も例外ではなかった。その中で当時、「聖テレジア」は宗教的な祈
りを告げるためだけの鐘ではなく、信徒如何を問わず火災や不時の天災、空襲などの急を皆に告げ知らせ命を守る
ための役割をも果たしていた。そのため主任司祭であったイグナシオ中田藤吉神父を先頭に多くの人々に守られその
供出を免れた。彼女は今も、瀬戸山から平和を願う祈りの時を告げ知らせ人々の暮らしを見守っている。
　また、新たな暮らしの始まりを告げる「音」を表す地名が平戸市敷佐町に残る。これは景行天皇の孫で、朝鮮半
島広域を日本の支配下に置いたとされる三韓征伐の軍大将であった十城別命にまつわる言い伝えである。十城別命
は、日本に凱旋帰国後、平戸の志々伎、宮ノ浦に駐箚し西海警護の任に当たっていた。その際、近隣の集落に禽獣が
出没し人々に害を及ぼしているという訴えから、十城別命自ら出向き害をなす禽獣を追い雑木を焼き払った。さらに
人々のために山野を焼き拓き多くの田畑を得たとされる。人々は十城別命に心から感謝し、これを祀る社を構えその
地名を「焼音（ヤキオト）」と名付けたと言う。人々にとって「パチパチ」と火の燃える音は豊かな暮らしの訪れを約
束する希望の音であったろう。
　僕にも希望の音の記憶がある。 苦しく不安な時期、遠く僕を訪ね言葉少なに年越しの蕎麦を拵えてくれた友達がい
た。21 世紀を迎える夜、蕎麦を茹でるブタンガスの炎の音が部屋の中に響き渡る。ミレニアムと呼ばれる千年に一度
の年越しの夜、テレビも何も無いコンクリートの部屋に響く音は僕のこれからの人生にあたたかい希望があることを
教えてくれる特別な除夜の音だった。
　「竜胆」の花言葉は「悲しみに寄り添う」である。苦汁を甞めた人間は必ず癒され、希望の朝を迎えることができ
る。耳を澄ませて欲しい。そして感じて欲しい。苦しい夜にも、新しい朝を告げ知らせる音が必ずあることを。また、
自分自身がどうすれば友に希望を告げる音になることができるかを。

　

平戸市民病院薬剤班　近　藤　　司

外部委託すると検査報告に数日かかるが、免疫
測定装置のおかげで 10 分で検査結果を測定す
る事が可能となる

　

上
記
の
検
査
に
加
え
血
液
中

に
微
量
含
ま
れ
る
ホ
ル
モ
ン
や
癌

の
と
き
な
ど
に
増
加
す
る
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
は
、
免
疫
測
定
装
置
と

い
う
特
殊
な
機
器
を
用
い
な
け
れ

ば
測
定
で
き
ず
、
反
応
時
間
が

長
い
た
め
検
査
時
間
が
大
幅
に

遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
し
こ
れ
を
外
部
業
者
に
委

託
し
た
と
す
る
と
、
検
体
を
埼

玉
県
川
越
市
に
あ
る
総
合
検
査

セ
ン
タ
ー
研
究
所
ま
で
運
び
、
そ

こ
で
測
定
と
な
る
の
で
、
結
果
報

告
に
は
数
日
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
ド
」
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
ホ
ル
モ
ン
検
査

や
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
10
分
で
測

定
す
る
こ
と
が
で
き
、
診
察
前

検
査
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
た
く
さ
ん
あ
る
免
疫

測
定
装
置
の
な
か
で
検
査
時
間

10
分
は
、
国
内
最
速
の
機
種
で

あ
り
県
内
で
は
唯
一
、
当
院
で
の

み
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
30
分
か
か
っ
て
い
た
測
定
時
間

が
10
分
に
短
縮
さ
れ
、
検
査
結

果
報
告
の
短
縮
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。

　

当
院
で
は
、
貧
血
な
ど
を
検

査
す
る
血
液
検
査
、
腎
機
能
を

評
価
す
る
尿
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
多
く
の

物
質
を
化
学
的
に
測
定
す
る
生

化
学
検
査
、
糖
尿
病
患
者
の
血

糖
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
の
検

査
な
ど
が
あ
り
、
20
分
前
後
で

検
査
結
果
報
告
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

←木漏れ日の最教寺参道
＜アクセス＞
　　　　西肥バス「戸石川」にて下車、
　　　　徒歩 3 分。



生月病院スタッフのノロウイルスのノロウイルスの
         あれやこれ         あれやこれ
ノロウイルスの
         あれやこれ

　毎年11月頃から翌年の４月にかけて、ノロウイルスの感染を原因とするウイルス性のおう吐・下痢症が流行します。

ノロウイルス感染症は、牡蠣（かき）などの２枚貝の生食による食中毒が有名です。

　主な症状は「はき気」、「おう吐」及び「下痢」です。

通常は便に血液は混じりません。あまり高い熱とならな

いことが多いです。小児ではおう吐が多く、おう吐・

下痢は一日数回からひどい時には10 回以上の時もあり

ます。感染してから発病するまでの潜伏期間は短くて

10数時間～数日（平均１～２日）であり、症状の持

続する期間も数時間～数日（平均１～２日）と短期間

です。

　特効薬はありません。症状の持続する期間は短いですから、その間に脱水にならないように、できる限り水

分の補給をすることが一番大切です。

　抗生物質は効果がありませんし、下痢の期間を遷延させることがあるので、ノロウイルス感染症に対しては通常

は使用しません。

☆ノロウイルスの主な症状☆

☆  治  療  法  ☆

（１）　調理の前と後で流水・石けんによる手洗いをしっかりと行う。 

（２）　貝類をその内臓を含んだままで加熱調理する際には、十分に加熱

　　　して調理し、貝類を調理した「まな板」「包丁」は、すぐに熱湯消

　　　毒すること。

☆予  防  方  法☆

◇年始で、人が多く集まる食事会が増える時期です。◇年始で、人が多く集まる食事会が増える時期です。
　食中毒に注意して、楽しい時間を過ごしましょう！　食中毒に注意して、楽しい時間を過ごしましょう！
◇年始で、人が多く集まる食事会が増える時期です。
　食中毒に注意して、楽しい時間を過ごしましょう！

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
国
は
団
塊
の
世
代
が
、
後
期
高
齢

者
と
な
る
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
ま

で
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に

い
き
わ
た
ら
せ
、
構
築
す
る
よ
う
に
勧
め
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
は
、
再
編
・
統

合
の
検
討
が
必
要
と
判
断
し
た
４
２
４
の

公
立
・
公
的
病
院
名
を
初
め
て
公
表
し
ま

し
た
。
が
ん
や
救
急
な
ど
医
療
の
診
療
実

績
が
少
な
い
病
院
が
主
な
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
当
生
月
病
院
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
院
医
療
を
効
率
化
し
、
増
え
続
け
る
医

療
費
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
停
滞
す

る
再
編
・
統
合
論
議
を
加
速
さ
せ
る
狙
い

が
あ
り
、
都
道
府
県
な
ど
に
対
し
て
来
年

９
月
ま
で
に
対
応
策
を
示
す
よ
う
求
め
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
は
不
信
と
混

乱
が
広
が
っ
て
お
り
、
今
後
、
国
と
地
方

の
信
頼
関
係
を
再
構
築
し
、
国
、
地
方
、

医
療
関
係
者
等
が
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能

な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地

域
全
体
の
医
療
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
関
係

者
間
で
丁
寧
に
議
論
を
行
う
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
生
月
町
は
、
超
高
齢
者
社
会
に

20
年
早
く
突
入
し
て
お
り
、
全
国
に
先
駆

け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
病
気
が
あ
ろ
う
が
あ
る
ま
い
が
、

障
害
が
あ
ろ
う
が
あ
る
ま
い
が
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
が
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
高
齢
者
は
、

複
数
の
慢
性
疾
患
、
生
活
習
慣
病
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
診
断
、
治

療
も
大
事
で
す
が
、
治
療
す
る
と
い
う
よ

り
、
ケ
ア
（
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
等
）
の
ほ
う
に
、
重
要
性
が
シ
フ

ト
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
慢
性
疾
患
、
生

活
習
慣
病
等
を
地
域
ぐ
る
み
の
管
理
体
制

で
見
守
り
、
ケ
ア
に
か
け
る
時
間
を
増
や

し
て
、
健
康
で
質
の
高
い
生
活
を
手
に
入
れ

る
。

　
つ
ま
り
、
外
来
や
、
入
院
治
療
も
大
事

で
す
が
、
在
宅
や
、
施
設
で
の
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
さ
ら
に
大
事
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
の
み
な
ら
ず
、
そ

も
そ
も
、
病
気
に
な
ら
な
い
健
康
増
進
な

ど
の
保
健
事
業
。
病
気
が
も
し
、
芽
生
え

て
い
る
な
ら
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

つ
な
げ
る
、
健
診
事
業
。
病
気
障
害
が
既

に
発
生
し
て
い
る
な
ら
、
再
発
予
防
、
失

わ
れ
た
機
能
回
復
、
残
っ
て
い
る
機
能
増

強
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

事
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
多
施
設
、
多
職
種
に

よ
る
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
も
の
で
、
一

施
設
、
一
職
種
で
支
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
生
月
町
は

雄
大
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
生
ま
れ
育

っ
た
人
と
人
、
ま
た
地
域
間
の
繋
が
り
が

非
常
に
強
く
、
健
康
で
心
豊
か
な
地
域
を

目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
最
適
な

環
境
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢

者
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
今

後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



 ～インフルエンザをうつさない・～インフルエンザをうつさない・
もらわないためにできること～もらわないためにできること～
～インフルエンザをうつさない・
もらわないためにできること～ インフルエンザインフルエンザ

流行の到流行の到来

インフルエンザインフルエンザ

流行の到流行の到来

インフルエンザ

流行の到来
インフルエンザの予防で有効なものとは？

感 染 症 予 防 の 基 本
□予防のためにマスクをするのは効果がある？
　マスクが最も効果を発揮するのは、咳やくしゃみのある人がマスクを付けた場合です。
風邪やインフルエンザ患者は１回の咳で10万個、１回のくしゃみで約200万個のウ
イルスを放出すると言われています。
　マスクの効果を得るためには、正しく付ける必要があります。顔との隙間がないよう
にフィットするサイズ・形のマスクを選択するようにしましょう。

□うがいは効果がある？
　うがいについては、インフルエンザに限らず、風邪などについても予防効果がある
とされています。「コップやペットボトルの水を使う」、といったことを心がけましょう。
また、消毒液でのうがいは、粘膜の健康な細胞にまでダメージを与える可能性があ
るともいわれています。予防目的でうがいをするときには普通の水か、抗ウイルス作用
があるといわれているカテキンを含む緑茶でのうがいなどにするとよいでしょう。

□手洗いは効果がある？
　手洗いは感染予防の基本であり、インフルエンザの予防においても大切な役割
を果たすといわれています。また、外出中などで手がきれいでないときには、不用
意に口・鼻・目の粘膜に触れないという心がけも大切です。
　見落としがちですが、水道の蛇口は、水を出すために一度不潔な手で触れるこ
とが多い場所です。ペーパータオル越しに蛇口を触るなどの工夫ができるとよいで
しょう。

　ウイルスの排出は症状が出る１日前から始まり、症状が始まってから３～７日は続くと考えられていま
す。子どもの場合、学校の出席停止期間は「発症後５日経過し、かつ、解熱後２日を経過するまで」
となっており、大人でもこれに準じた対応がよいと思われます。
　熱が下がって元気になり始めると、元の生活に戻したり、外出したくなったりしますが、ウイルスはま
だ体から排出されています。この期間に注意を払わないことが、感染をむやみに拡大させる原因にもな
りますので十分配慮しましょう。

　70％以上の濃度のエタノール（アルコール）、0.2％ベンザルコニウム塩化物液、0.02％次亜塩素
酸水などが有効とされています。このうち、次亜塩素酸は家庭でも常備されている漂白剤に含まれてい
ることが多く、同じく冬に流行するノロウイルスにも効果のある成分です。

インフルエンザウイルスに効く消毒は？

解熱した後の注意点は？

　

令
和
の
年
号
に
な
っ
て
初
め
て
の
正
月
を

迎
え
ま
し
た
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
今

年
も
健
康
で
安
心
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
年
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
平
戸
市
民

病
院
は
本
年
も
、
皆
様
方
の
「
よ
り
健
康

で
あ
り
た
い
、
元
気
で
長
生
き
し
た
い
」

と
の
願
い
に
応
え
る
事
業
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
こ
れ
か
ら
の
20
年
の
日
本
に
備
え
る
地

域
医
療
構
想
に
沿
っ
て
の
病
院
改
革
）

　

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
の
焦
土
荒
廃

し
た
日
本
の
復
興
に
立
ち
上
が
り
企
業
戦

士
と
し
て
高
度
経
済
成
長
に
貢
献
し
た
い

わ
ゆ
る〝
団
塊
の
世
代
〞（
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
期
に
誕
生
さ
れ
た
方
々
）
が
後
期
高

齢
期
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
か
ら
、
団
塊

の
世
代
の
２
世
が
高
齢
期
を
迎
え
る
２
０

４
０
年
に
か
け
、
日
本
は
最
も
高
齢
者
の

方
々
の
人
口
割
合
が
多
く
な
り
、
ま
た
高

齢
者
の
方
々
を
支
え
る
青
壮
年
層
が
少
な

い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま
す
の
で
様
々
な

準
備
が
国
中
で
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。
病

気
や
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
り
、
他
人
の
手

助
け
が
な
い
と
生
活
が
出
来
な
い
方
々
が
多

く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
将
来
が
間
近
に

迫
っ
て
お
り
、
国
の
対
策
「
地
域
医
療
構

想
」
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
民

病
院
は
そ
の
構
想
に
呼
応
し
て
病
床
の
改

変
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
の
新
設
と
従
来
の
介
護
療
養
病

床
の
介
護
医
療
院
へ
の
転
換
で
す
。
今
年
が

新
た
な
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
市

民
の
皆
様
方
が
安
心
し
て
こ
の
平
戸
で
一
生

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
事
を
願
っ
て
の
事
業

で
す
。

（
医
師
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
法
律
の

改
正
が
施
行
さ
れ
ま
す
）

　

近
年
様
々
な
時
代
の
変
化
に
よ
る
医
師

の
過
重
労
働
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
過
労
死
と
い
う
痛
ま
し
い
事
案
ま
で

起
こ
っ
て
お
り
、
医
師
の
仕
事
現
場
に
も

労
働
時
間
を
規
制
す
る
法
律
改
正
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
向
こ
う
４
年
間
の
間
に
「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
を
実
行
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
平
戸
市
民
病
院
医

師
数
で
は
、
改
正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
に

沿
う
勤
務
時
間
管
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
十

分
な
医
師
数
の
確
保
と
共
に
、
皆
様
が
病

院
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

理
解
を
頂
か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
様
々
な
手
段
を
講

じ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
医
師
の
地
域
偏
在
の
是
正
を
皆
様
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
）

　

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
す
医
師
不
足
は

解
決
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
平
戸
市
長

を
先
頭
に
市
議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
支

援
を
受
け
、
関
係
各
方
面
へ
の
働
き
か
け

を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

 

「
天
は
自
ら
助
け
る
も
の
を
助
け
る
」（
フ

ラ
ン
ス
の
こ
と
わ
ざ
）

　

平
戸
市
民
病
院
は
前
身
の
国
保
紐
差
病

院
時
代
か
ら
長
年
に
わ
た
り
皆
様
方
と
共

に
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
に
「
健
康
診
断
を

う
け
、
自
ら
の
健
康
の
評
価
を
う
け
、
良

い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
」
こ
と
が
健

康
づ
く
り
と
元
気
で
長
生
き
す
る
第
一
歩
で

あ
る
と
の
市
民
意
識
の
現
わ
れ
が
長
崎
県

内
の
自
治
体
の
中
で
も
高
い
健
診
受
診
率

で
す
。

　

今
年
も
、
ご
自
分
自
身
の
健
康
管
理
に

病
院
事
業
を
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。



作り方

   

平戸市森林組合

井元産業 しいたけ生産部

平戸しいたけ生産組合

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104
平戸市戸石川町7-2 
TEL 0950-23-8161

ふるさとの味

①　ほうれん草をサッと 30 秒ほど茹

　でてザルにあげる。

②　フライパンに、油とニンニクを入

　れ火にかけ、少しニンニクがきつね

　色になったら、しいたけと牛肉を入

　れ炒める。

③　牛肉に火が通り色が変わったらA

　の調味料を入れからめたあと、①の

　ほうれん草を入れ混ぜたら出来上が

　り。

【材料２人分】
牛肉薄切り 150ｇ

ほうれん草 200ｇ

しいたけ 2枚

ニンニク 　1/2かけ

油 大さじ1

　　オイスターソース 小さじ2

Ａ　濃口しょうゆ 小さじ2

　　酒 大さじ4

塩（ほうれん草茹で用）

　今回は、鉄欠乏性貧血についてです。
　鉄欠乏性貧血は、赤血球の主原料となる鉄が不足することで起
こる貧血です。貧血全体の9割を占めるといわれています。
　貧血の代表的な症状といえば「だるい」「めまいがする」「動悸
や息切れ」があります。他には、「無性に氷やせんべいなど硬い物
を食べたくなる」「爪が白っぽくなりスプーン状に反り返る」「舌の
表面がツルツルになり味が感じにくい」などがあります。
鉄欠乏性貧血の原因としては、
　①食生活の鉄分摂取不足
　②胃や十二指腸等の消化器の病気になり、鉄の吸収ができない
　③胃潰瘍や十二指腸潰瘍・大腸がんなどの消化管疾患や子宮

筋腫・月経などの慢性的な出血により体内の鉄分が不足して
おこります

　原因について、心当たりがない場合は、一度、医療機関に相談
しましょう。

 

　ほうれん草の旬は、11 月から２月にかけての寒い時期です。他の時期に出回るものと比べて、旬のものは、鉄
分やβカロテン・ビタミンCなどの栄養素をより多く含んでいます。
　牛肉の鉄分含有量は豚肉や鶏肉の３～４倍です。特に赤身の部分に多く含まれる鉄分は「ヘム鉄」と呼ば
れ吸収率がとても優れています。
　鉄は胃酸が分泌されることで吸収されやすくなります。そのため、一緒に柑橘類や酢などの酸っぱいものを
食べたり、よく噛んで胃酸の分泌を促すと吸収率の向上が期待されます。他にもレバー、大豆製品、緑の濃い
野菜などにも鉄分が多く含まれます。

熱量 359kcal
タンパク質 17.9g     
脂質 20.4g    
炭水化物 4.1g    
食塩相当量 1.6g    

作り方

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
お
そ
ろ
い
で
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
御
代
替
わ
り
で
令
和
を
迎
え
、

皇
室
が
守
っ
て
き
た
伝
統
の
尊
さ
を
再
認

識
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

さ
て
、
平
戸
市
病
院
事
業
の
一
年
を
振

り
か
え
っ
て
み
る
と
、
２
０
１
８
年
度
決

算
は
黒
字
を
維
持
で
き
た
も
の
の
、
事
業

開
始
以
来
最
も
厳
し
い
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
人
口
の
減
少
と
慢
性
的
医
師

不
足
と
い
う
２
つ
の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
逆
風
も
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
９
月
26
日
、
厚
労
省
は
全
国
の

公
的
病
院
１
４
５
５
病
院
の
う
ち
４
２
４

病
院
を〝
診
療
実
績
が
乏
し
く
再
編
統
合

が
必
要
〞と
判
断
し
て
公
表
し
ま
し
た
。
県

内
で
は
７
病
院
が
示
さ
れ
、
我
が
、
２
病

院
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
新
聞
・
テ
レ
ビ

で
広
く
紹
介
さ
れ
た
通
り
で
す
。
も
と
よ

り
私
ど
も
も
『
地
域
医
療
の
効
率
化
と
不

足
が
ち
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
と

の
観
点
か
ら
、
規
模
縮
小
、
機
能
の
分
化
・

連
携
、
集
約
化
、
機
能
転
換
』
を
模
索
し

て
お
り
、
今
回
の
、
病
院
の
廃
止
や
統
合

に
よ
る
対
応
に
は
、
地
域
の
実
情
を
反
映

し
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
反
対
の
立
場
で

あ
り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
と
い
う
制
度
改
革
も
待
っ

た
な
し
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で

医
師
の
長
時
間
労
働
は
、
特
に
地
域
医
療

に
お
い
て
は
、
な
ん
と
な
く
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
問
題
で
し
た
。
医
師
へ
の
適
用
は
５
年

間
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
民

病
院
に
お
い
て
は
７
名
、
生
月
病
院
に
お
い

て
は
４
名
の
常
勤
医
師
と
臨
時
の
医
師
で

24
時
間
診
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
法

定
時
間
を
守
っ
て
現
在
の
診
療
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
な
ん
と
し
て

も
医
師
の
増
員
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
過
去
も
現
在
も
最
も
困
難
な
事
態
で

あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
病
院
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
年
も
両
病
院
と
も
に
市
民
の
皆
様
方
に

高
い
満
足
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
職
員
一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院

CONTENTS
目　次

02
05
06
08
09
10
11
12

新年のあいさつ
風物はくすり
第59回　全国国保地域医療学会in長崎
市民病院スタッフの「耳よりなハナシ」
生月病院スタッフの「ちょっと聞いておくれ」
インフルエンザ流行の到来
栄養管理室だより「いっただきまーす」
外来診療カレンダー　

担当医師 診療科

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

山下　雅巳
中村　　宏
小村　哲永
石塚由実子

内　　科
内科／外科
内　　科
内科／外科

月
午前 午後

担当医師 診療科 月
午前 午後

 火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木 金
午前 午後 午前 午後

池田　柊一
押淵　　徹
堤　　竜二
飯野　俊之
濵田　貴幸
岩田　知真
中桶　了太
九 州 大 学
派 遣 医 師

内　　科
外　　科
外　　科
内　　科
外科／小児科
内　　科
内　　科

眼　　科

○
○

○
○
○
○

○
○
　
○
○

○

△

△

△
△

△

△

△

△

△
△

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

△

△

△

○
○
○
○
○

△

△
△

調　　　漸
井川　　敬
山下　雅巳
徳永　　毅
北川　直毅
田中奈津美
原　真一郎
山領　　豪

神経内科
内　　科
内　　科
透　　析
脳神経外科
整形外科
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長崎大学病院
生月病院
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長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）
毎週火曜日
毎月第１水曜日　大腸ファイバー（午後）
毎週土曜日
毎月第２・第４金曜日　午前中　※予約患者優先
毎週火曜日　９：00～11：30　※予約患者のみ
毎月第２、第４金曜日　午前中　※予約患者のみ 
毎月第２、第４木曜日　午前中　※予約患者のみ    

○
○
○
○

　
　
　
○

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

山崎　　隆

小林　　誠

池田　柊一
松永　和雄
原　真一郎
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

血液内科
循環器科
整形外科
眼　　科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
２月17日（月）～21日（金）午前中       
３月 ９日（月）～13日（金）午前中       
４月13日（月）～17日（金）午前中       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１金曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）    

●●●

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。        
◆禁煙外来　毎（火）午後　要予約           
◆「小児科」の診察は、以下の時間内となります。その他の時間は、「内科」で診察します。   
　　午前　8:30～11:00　　午後　14:00～16:30          

※

※

※
※

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

　

※

※
※

１月：６・７日、20・21日　　２月：３・４日、17・18日　　
３月：２・３日、16・17日、30・31日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約

「消防出初式」

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入
院治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。


